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Analyzing the Outrageous: Takehara Shunchōsai’s Shunga Book  























































の一部になったのは 18 世紀後半から 19 世紀初めにかけてのことであった。最初期の役者絵
はステレオタイプに嵌ったどれも大差のない描き方がなされていたのだが、1760年代頃から、
それぞれの役者の個性的な「スター性」を際立たせたものになっていった。 
 本論では、1773 年（推定）から 1850 年にかけて出版された 30 枚の歌舞伎役者の似顔絵
を含む春本を年代順に取り上げ、似顔絵と春本の関係が深まっていく幾つかの契機を探り出そ
































Shunga in the Meiji Era: The End of a Tradition? 
明治期の春画：伝統の終わり？ 
 
 
本論は、通例木版によるエロティックな絵として定義される春画の最終期を考察したものであ
る。この時期の春画師には、前代の伝統を継承する者たち（たとえば河鍋暁斎や月岡芳年）と
新しい様式を開拓する者たち（たとえば富岡永濯）がいた。明治新政府は躍起になって自分た
ちがみっともないと考えるものを抑圧しようとし、そのため 1872 年に新たな検閲法を導入し
た。しかし春画の生産と販売は 1900年代初めまで隠れて続けられる。いつの時代もそうであ
るように、明治期の春画の質も様々であったが、最上のものは、優れた描写力と高品質の印刷
技術で際立っていた。近代化の一面として、女性は社会において新たな、これまでよりも目に
つく社会的役割を与えられ、それはすぐに春画の女性像に反映した。中国、そしてそれに続く
ロシアとの戦争は、兵士に供給するためのさらなるエロティカの生産への推進力となった。し
かしその時までには春画の如きは国家にとっての恥辱と考えられるようになっており、抑圧は
強化されていった。同時に視覚文化における裸体像の変化も春画を揺さぶった。写真やリトグ
ラフといった競合するメディアが台頭し、木版の地位を奪っていった。その結果、性の視覚的
イメージは新しいものに取って代わられ、直接的であけすけなものとなり、春画の湛えていた
ユーモアは消えていった。 
 
 
